
 

 

 申 請 に対 する処 分 の審 査 基 準 ・標 準 処 理 期 間 （個 票 ）  

 
所管部署： 保健所 医療政策課 

( 医事薬事係 ／ ９３－８３９２ ) 

根拠区分 法律 ・ 条例 

許認可等の名称 診療所等の使用許可 

処分権者 保健所長 

根拠規定 

根拠法令・条例題名 

(制定年/区分/発令番号) 
医療法（昭和２３年法律第２０５号） 

根拠規定条項 第２７条 

基準規定 

基準法令等題名 

(制定年/区分/発令番号) 

基準規定条項 

医療法（昭和２３年法律第２０５号）第２０条、第２１条第２項、第２３条第１項 

医療法施行規則（昭和２３年厚生省令第５０号）第１６条、第１７条、第２１条

の３、第２１条の４、第３０条の４から第３０条の１２まで 

審査基準 

 

[診療所等の使用許可基準] 

入院させるための施設を有する診療所または入所施設を有する助産所の使用の許可に

係る審査基準は、基準法令に定めるとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準処理期間 

(経由機関の日数) 
現場確認後１０日程度 

本票の作成日 平成２９年１月１０日作成 

更新履歴(更新日) 改正沿革 

管理 No． H075 



 

 

  平成  年  月  日改正 

 

 基準内容 



 

 

審査基準等 

補足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[根拠法令] 

医療法 

〔病院等の構造設備の基準〕 

第２０条 病院、診療所又は助産所は、清潔を保持するものとし、その構造設備は、衛生上、防火上

及び保安上安全と認められるようなものでなければならない。 

〔厚生労働省令への委任〕 

第２３条 第二十一条から前条までに定めるもののほか、病院、診療所又は助産所の構造設備につ

いて、換気、採光、照明、防湿、保安、避難及び清潔その他衛生上遺憾のないように必要な基準

は、厚生労働省令で定める。 

２ 略 

〔使用前の検査及び許可証の交付〕 

第２７条 病院、患者を入院させるための施設を有する診療所又は入所施設を有する助産所は、そ

の構造設備について、その所在地を管轄する都道府県知事の検査を受け、許可証の交付を受けた

後でなければ、これを使用してはならない。 

 

医療法施行規則 

〔構造設備の基準〕 

第１６条 法第二十三条第一項の規定による病院又は診療所の構造設備の基準は、次のとおりとす

る。ただし、第九号及び第十一号の規定は、患者を入院させるための施設を有しない診療所又は

九人以下の患者を入院させるための施設を有する診療所（療養病床を有する診療所を除く。）に

は適用しない。 

一 診療の用に供する電気、光線、熱、蒸気又はガスに関する構造設備については、危害防止上

必要な方法を講ずることとし、放射線に関する構造設備については、第四章に定めるところに

よること。 

二 病室は、地階又は第三階以上の階には設けないこと。ただし、第三十条の十二に規定する病

室にあつては、地階に、主要構造部（建築基準法（昭和二十五年法律第二百一号）第二条第

五号に規定する主要構造部をいう。以下同じ。）を耐火構造（建築基準法第二条第七号に規定

する耐火構造をいう。以下同じ。）とする場合は、第三階以上に設けることができる。 

二の二 療養病床に係る一の病室の病床数は、四床以下とすること。 

三 病室の床面積は、次のとおりとすること。 

イ 病院の病室及び診療所の療養病床に係る病室の床面積は、内法による測定で、患者一人

につき六．四平方メートル以上とすること。 

ロ イ以外の病室の床面積は、内法による測定で、患者一人を入院させるものにあつては六．

三平方メートル以上、患者二人以上を入院させるものにあつては患者一人につき四．三平方

メートル以上とすること。 

四 小児だけを入院させる病室の床面積は、前号に規定する病室の床面積の三分の二以上とす

ることができること。ただし、一の病室の床面積は、六．三平方メートル以下であつてはならな

い。 

五 機械換気設備については、感染症病室、結核病室又は病理細菌検査室の空気が風道を通じ

て病院又は診療所の他の部分へ流入しないようにすること。 

六 精神病室の設備については、精神疾患の特性を踏まえた適切な医療の提供及び患者の保護

のために必要な方法を講ずること。 

七 感染症病室及び結核病室には、病院又は診療所の他の部分及び外部に対して感染予防の

ためにしや断その他必要な方法を講ずること。 

八 第二階以上の階に病室を有するものにあつては、患者の使用する屋内の直通階段を二以上

設けること。ただし、患者の使用するエレベーターが設置されているもの又は第二階以上の各

階における病室の床面積の合計がそれぞれ五十平方メートル（主要構造部が耐火構造である



 

 

 


